
自然の事物・現象を科学的な物の見方で見ていく

態度を養う上で意義深い。 

 

 

子どもたちがアイデアシートを書く際の指導を

工夫することで，子どもたちが，科学的知識・技

能をうまく活用できるようになることが分かった。

アイデアの絵だけを描いている子どもに，「授業で

学んだどんなことを活かしているの？」と問いか

けると，子どもたちが書いているアイデアがより

科学的なものへと変わっていった。最初の頃は，

どんなことをアイデアシートに書いて良いのか分

からない子どももいたが，後半に行った単元では

すべての子どもがアイデアシートを書けている。

このようにアイデアシートを書き重ねていくこと

で，子どもたちの自然の事物・事象を科学的に見

ようとする態度を養っていくと考える。 

しかし，「とじこめた空気や水」，「ものの温度と

体積」，「もののあたたまり方」のアイデアシート

では，ほとんどの子どもが，表 3のように実験で

取り扱った道具のアイデアしか書けておらず，学

びを生活の場面の物と結びつけることができてい

なかった。また，学んだ科学的用語を用いた説明

も書けておらず，科学的知識・技能を活用できて

いないと考えられる。 

  

 

このことから，単元によっては，ものづくりを

課題としたアイデアシートを書くことに適してい

る単元と適していない単元があるという課題が見

つかった。アイデアシートではない別の方法で科

学的知識・技能を活用させることを考えたい。 

  

6 おわりに 

 

 本研究は，学習指導要領（2008）理科編で，も

のづくりが促されている単元にアイデアシートを

取り入れて研究を進めてきた。その結果，ものづ

くりを課題にしたアイデアシートを取り入れるこ

とで科学的な知識・技能が活用される授業づくり

として有効であることが分かった。また，実践の

中で，どのような指導を行えばアイデアシートで

子どもたちが科学的・知識を活用できるのかも分

かってきた。しかし，ものづくりを課題としたア

イデアシートを取り入れることの適している単元

と適していない単元があることも分かってきた。

今後は，本研究の成果と課題をもとに，子どもた

ちが科学的知識・技能を活用できるアイデアシー

トを取り入れた授業実践を行い，研究を深めたい。 
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学びを結びつけた物 人数 

計

22

名 

せんぷうき 2名 

フライパン 1名 

ロボット 2名 

信号機 2名 

船 3名 

家 3名 

車 4名 

おもちゃ 5名 

学びを結びつけた物 人数 

計 

23 

名 

こしょう振り機 1 名 

まくら 1 名 

クッション 2 名 

車 2 名 

ベッド 2 名 

おもちゃ 15 名 
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